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被災地社協へ県内社協から応援職員を派遣  ～ 平成30年７月豪雨 ～ 

 台風７号及び梅雨前線活動の活発化の影響により発生した

「平成30年７月豪雨」は、西日本を中心に甚大な被害をもたら

しました。被災された方々とそのご家族の皆様方に心よりお見

舞い申し上げます。 

 被災地社協では復旧に向けて、災害ボランティアセンターを

設置し、多くのボランティアによる支援活動が行われています。

本会は九州ブロックの幹事社協として、九州ブロック社協への

応援職員派遣要請、全社協との連絡調整などを行っています。 

 また、７月20日(金)から７月31日(火)までの期間、県内社協から広島県呉市に５名、広島県

三原市に９名を派遣し、災害ボランティアセンターの運営支援を行っています。今後も熊本地

震の恩返しとともに、その時の経験を活かして被災地社協のサポートに努めます。 

価値観と感情に配慮した支援技法を学ぶ ～ 地域福祉権利擁護事業生活支援員等研修会 ～ 

７月25日(水)、ＫＫＲホテル熊本で「地域福祉権利擁護事業

生活支援員等研修会」を開催し、各市町村社協の生活支援員及

び事業担当職員等、計125名が参加しました。 

研修では、「地域福祉権利擁護事業における利用者支援の技法

について」をテーマに、田形社会福祉士事務所の 田形隆尚 氏

による講義、演習がありました。 

午前の部では、生活支援としての基本的態度や利用者の価値

観や感情に配慮したコミュニケーション技法について、講義と演習を交えて理解を深めました。 

午後の部では、利用者と信頼関係を築くポイントについて学ぶとともに、利用者の本当の主

訴について多角的な視点で受容・傾聴することで問題の所在が明らかになり、様々な気づきが

生まれるということを、事例を使用したグループワークと意見交換を通して参加者同士で共有

することができました。 

参加者からは、「日ごろの支援の振返りと見直しができた。今後の支援に繋げていきたい。」

などの声が寄せられ、今後の支援や取組みに活かすことのできる研鑽の場となりました。 

第１回生活困窮者自立相談支援事業関係機関・団体情報共有会議を開催 

 ７月10日(火)、県総合福祉センターで、県社会福祉課、県精神保健福祉センター(県ひきこも

り地域支援センター)、県弁護士会、県地域包括・在宅介護支援センター協議会、地域活動支援

センター、県地域生活定着支援センター、県民生委員児童委員協議会及び県地域支え合いセン

ター支援事務所の関係者出席のもと、生活困窮者自立相談支援事業関係機関・団体情報共有会

議を開催しました。本会議は、本会が31町村社協とともに取り組んでいる生活困窮者自立相談

支援事業の利用促進と相談支援活動において、関係機関・団体との円滑な連携を図るために実

施しているものです。 

今回の会議では、本事業実施状況の報告と、関係機関・団体との連携を円滑に進めるため、

各機関・団体の役割や相談窓口の設置状況等について情報共有を行いました。今後は、生活困

窮者及びその家族への相談支援に必要な情報の共有や、相談支援活動の円滑かつ効果的な実施

に向けた課題の検討を行っていく予定です。 

【被災地の様子】 

【講師の田形氏】 
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 保育者の役割と求められているものとは  ～ 保育士就職支援研修会＆体験会 ～ 

７月31日(火)、くまもと県民交流館パレアで保育士就職支援研修会を

開催し、保育の仕事に興味をお持ちの方や今後保育所等への就職を希望

している方等25名が参加しました。 

研修会では、尚絅大学短期大学部幼児教育学科の准教授 片桐真弓 氏

から、保育者の役割や求められているものに

ついて講義があり、「保育者と保護者は子育て

のパートナーである」等の話がありました。 

参加者からは、「子どもや保護者との関わり

方をより深く学ぶことができた。」、「保育士に

なりたいと改めて思った。」などの感想がありました。 

また、８月１日(水)～８月３日(金)には、熊本市内にある６か所の

保育所で、実際に子ども達と交流する体験会も実施します。 

社協の役割や使命について再確認  ～ 市町村社会福祉協議会新任職員研修会 ～ 

 ７月 24 日(火)・25 日(水)の両日、大津町社協で「平成 30 年

度市町村社会福祉協議会新任職員研修会」を開催し、23 名が参

加しました。 

 １日目は、本会地域福祉課から、社協の設立背景や法的根拠、

組織体制や主要事業等について説明を行いました。続いて、大津

町社協事務局次長 松木雄一郎 氏から、大津町社協の組織・活動

についての説明と「地域でやりたいことは何か」などをテーマと

したワークショップを行い、参加者同士で活発な意見交換がなさ

れました。 

 ２日目はグループに分かれて、地域支え合いセンター、介護予防型ミニデイふれあい事業、ワ

ークキャンプなど、大津町社協が取り組まれている６つの事業を視察後、グループワークで２日

間の研修を振り返りました。 

被災者の心に寄り添う  ～ 第１回地域支え合いセンターブロック別連絡会議 ～ 

７月 11 日(水)～13 日(金)、第 1 回地域支え合いセンターブロック

別連絡会議を嘉島町民会館、大津町まちづくり交流センター、火の君

文化センターの３会場で開催し、延べ 78名が参加しました。 

「被災者の心に寄り添う『傾聴』の技術」をテーマに、ＮＰＯ法人

傾聴ネットキーステーションの 平江愛子 氏に御講義いただき、傾聴

の中で大切なこと（うなづき、あいづち、３つの「す（すごい・すて

き・すばらしい）」）を踏まえた演習などが行われました。 

グループワークでは、講義内容を踏まえての自身の相談対応につい

ての振返りや、支え合いセンターの取組みに関する情報の共有と課題について意見交換を行い、

悩みや課題を共有する場となりました。 

７月10日は納豆の日  ～ 九州納豆組合様から県内306か所の児童福祉施設へ納豆寄贈 ～ 

今年も７月 10日の｢納豆の日｣を記念し、九州納豆組合様から県内

の児童福祉施設(306 施設)へ約 4,900名分の納豆が寄贈されました。 

同組合は、納豆の普及と子どもたちの健康を願い、社会貢献活動

として平成５年から毎年続けられており、今回で 26回目となります。 

贈呈式は、７月 10 日(火)に県総合福祉センターで行われ、九州納

豆組合のマルキン食品(株)取締役副社長 吉良泰彦 様、(株)丸美屋

取締役常務 家村亨 様から、県社協栁田常務理事に目録が贈呈され

ました。 

【熱心に受講する参加者】 

【贈呈される吉良取締役副社長 

(左から３人目)】 

【講師の平江氏】 

【講師の片桐氏】 

【ひまわりを折る 

参加者の様子】 
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各課トピックス      ＊お問合せは、県社協各課まで  

総 務 課 地 域 福 祉 課 

TEL 096-324-5454 ／ FAX 096-355-5440 TEL 096-324-5470／ FAX 096-355-5440 

◆特別賛助会員入会のご案内◆  

 本会の目的である本県の地域福祉の推進のため

には、県民のみなさまをはじめ、企業、団体のみな

さまの主体的なご協力が必要です。多くのみなさま

のご賛同をいただき、目的達成のために特別賛助会

員として入会いただきますようお願いいたします。 

 ※ 詳細は、お電話か本会ホームページまでお問

い合わせください。 

http://www.fukushi-kumamoto.or.jp/ 

◆生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ養成研修(基礎編)のご案内◆ 

生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰに期待される機能と役割につ

いて理解するとともに、生活支援ｻｰﾋﾞｽの提供体制

の構築に向けたｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ機能を果たすために必要

な地域ｱｾｽﾒﾝﾄや地域資源の活用・開発に関する知識

及び技術の習得を図ります。 

日 時 ８月24日(金) 10：00～16：20 

会 場 ＫＫＲホテル熊本 

内 容 行政説明、講義、実践報告、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ 

施 設 福 祉 課 民 生 課 

TEL 096-324-5462／ FAX 096-355-5440 TEL 096-324-5475／ FAX 096-355-5440 

◆社会福祉法人労務研修会のご案内◆  

日 時 ９月26日(水) 13：30～16：30 

会 場 ＫＫＲホテル熊本 

テーマ ｢働き方改革における施設の対応｣(仮題) 

講 師 特定社会保険労務士 上田 吉勝 氏 

対象者 社会福祉法人の役員、施設長、事務担当者他 

参加費 3,000円    定 員 250名 

※ 詳細は、別途に送付する開催要項でご確認く

ださい。 

◆初期段階滞納者への対応について◆  

 生活福祉資金貸付においては､償還が開始してか

ら直後の時期がもっとも当該世帯への働きかけが

重要なため､滞納回数が１～２回目の債務者に対し

て､滞納の解消及び計画的な償還を行うよう､本会

から通知を発送しています｡ 

当該世帯から償還に関する相談などが市町村社

協へありました場合には､ご協力をお願いいたしま

す｡ 

福 祉 人 材 ・ 研 修 セ ン タ ー 運 営 適 正 化 委 員 会 

TEL 096-322-8077 ／ FAX 096-324-5464 TEL 096-324-5474 ／ FAX 096-324-5456 

◆「福祉の就職総合フェア２０１８」のご案内◆ 

福祉人材合同選考会  （就職面談コーナー） 

福祉の仕事ガイダンス（各種相談コーナー） 

日  時 ８月 17日(金) 14：00〜16：00 

会  場 ＫＫＲホテル熊本 ２階「五峯」「城彩」 

参加対象 福祉職に関心のある方、福祉施設等への

就職希望者及び来春卒業予定の学生 

同時開催 就活応援セミナー 

時  間 13：10〜13：45  会場 １階「天草」 

※ 詳細は当センターにお問い合せください。 

◆「福祉サービス苦情解決体制整備状況」  

        把握のための巡回訪問◆  

 運営適正化委員会では、県内の福祉サービス提供 

事業所における苦情解決体制整備状況及び苦情解

決のための取り組み状況を把握し、事業所と意見交

換を行い連携することにより、苦情解決体制の充実 

を図る目的で、各事業所を巡回訪問しています。 

 今年度も、老人福祉施設や障がい者福祉施設をは

じめ児童福祉施設、保育所、町村社協の14カ所の事

業所を訪問する予定です。 

ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー ご 案 内 

TEL 096-324-5436 ／ FAX 096-324-5427 ◆「社会福祉手帳 2019年版」頒布について◆ 

価 格 １冊 600円 

送 料 ４冊以下注文の場合は380円 

    ５冊以上注文の場合は無料 

資料編 

 社会福祉法等の法令、県関係機関、県内外の社協、

県内の施設・団体等の名簿、市町村別人口等一覧な

ど豊富な資料を掲載しています。 

※ 申込書は本会ＨＰからダウンロードできま 

す。 

◆第11回火の国ボランティアフェスティバル 

｢復興くまもと｣上益城・熊本市大会のご案内◆ 

期 日 ９月29日(土)・30日(日) 

会 場 熊本市民会館シアーズホーム夢ホール 他 

定 員 1,300名(交流会300名) 

参加費 1,000円(交流会5,000円) 

申し込み締め切り ８月17日(金)必着 

 ※ 詳細は、県社協ＨＰをご確認ください。 


